
令和2年度

科目

c:運動の技能b:思考・判断a:関心・意欲・態度観点

学校番号 121

教科

使用教科書

副教材等

現代高等保健体育　大修館

現代高等保健体育ノート　大修館

保健体育 体育

保健体育科

単位数 ３単位 年次

運動の楽しさや喜びを
深く味わうことができ
るよう、公正、協力、
責任、参画などに対す
る意欲をもち、健康・
安全を確保して学習に
主体的に取り組もうと
する

生涯にわたる豊かなス
ポーツライフの実現を
目指して、自己や仲間
の課題に応じた運動を
継続するための取り組
み方を工夫している。
また、自己や仲間の状
況に応じて体力を高め
るための運動を継続す
るための計画を工夫し
ている。

運動の合理的な実践を
通して、運動の特性に
応じて勝敗を競った
り、攻防を展開した
り、表現したりするた
めの各領域の運動の特
性に応じた段階的な技
能を身に付けている

選択した運動の技術の
名称や行い方、体力の
高め方、課題解決の方
法、練習や発表の仕
方、スポーツを行う際
の健康・安全の確保の
仕方についての具体的
な方法、スポーツの歴
史、文化的特性や現代
のスポーツの特徴、運
動やスポーツの効果的
な学習の仕方及び豊か
なスポーツライフの設
計の仕方を理解してい
る

・受講態度の観察
・レポート

１年次

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内容に応じて、それぞ
れの観点を適切に配分し、評価します。

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

・運動の合理的、計画的な実践を通して、知識を深めるとともに技能を高める。
・運動の楽しさや喜びを深く味わうことをできるようにする。
・自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を育て、公正、協力、責任、参画などに対する意欲を高める。
・健康と安全を確保して、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てる。

２　学習の到達目標

心と体を一体としてとらえ、健康・安全や運動についての理解と運動の合理的、計画的な実践を通して、生涯にわたって豊
かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てるとともに健康の保持増進のための実践力の育成と体力の向上を図り、明
るく豊かで活力ある生活を営む態度を育てる

３　学習評価(評価規準と評価方法)

d:知識・理解

・技能観察
・レポート

・レポート
・体育理論受講
・体育理論のテスト

評価方法

観点の趣旨

・レポート
・体育理論受講
・体育理論のテスト



a b c d

陸
上
競
技
　
ダ
ン
ス
　
バ
レ
ー

ボ
ー

ル

陸
上
競
技
　
柔
道
　
ラ
グ
ビ
ー

　
水
泳

○

学習内容
主な評価の観点

受講態度の観察

技能観察

技能測定

○オリエンテーション
集団行動
ラジオ体操
体ほぐし運動
新体力テスト

女子：
【陸上競技】短距離走
【球技】バレーボール
【ダンス】ダンス
【水泳】水泳

男子：
【陸上競技】短距離走
【球技】ラグビー
【武道】柔道

女子：
【陸上競技】ターボジャ
ブスロー・走り幅跳び・
ハードル走
【球技】バレーボール
【ダンス】ダンス
【水泳】水泳

男子：
【陸上競技】ターボジャ
ブスロー・走り幅跳び・
ハードル走
【球技】ラグビー
【武道】柔道
【水泳】水泳

評価方法

受講態度の観察

技能観察

技能測定

球技
a:球技の学習に主体的に取り組もう
としている。
b:課題解決の過程を踏まえて、取り
組んできたチームや自己の目標と成
果を検証し、課題を見直している。
c:攻防を展開するための状況に応じ
たボール操作や安定した用具の操作
と連携した動きができる。
d:球技に関連した体力の高め方につ
いて、学習した具体例をあげてい
る。

武道
a:武道の楽しさや喜びを味わうこと
ができるよう相手を尊重し、伝統的
な行動の仕方を大切にしようとする
ことや自己責任を果たそうとするな
ど、健康・安全を確保して、自主的
に取り組もうとしている。
b:生涯にわたって柔道を豊かに実践
するための自己の課題に応じた運動
の取り組み方を工夫している。
c:武道の特性に応じた、攻防を展開
するための得意技を身に付けてい
る。
d:伝統的な考え方、技の名称や見取
り稽古の仕方、体力の高め方、運動
観察の方法を理解している。
 
ダンス
a:健康や安全を確保して、自主的に
取り組もうとしている。
b:各種目を豊かに実践するための自
己の課題に応じた運動の取り組み方
を工夫している。
c:各種目の特性の応じた、各種目、
演技特有の技能やイメージを深めた
表現が身についている。
d:技術やダンスの名称、用語、表現
の仕方など、体力の高め方、運動観
察の方法を理解している。
 
水泳
a:水泳の事故防止に関する心得など
健康・安全を確保している。
b:自己の課題に応じて、適切な練習
方法を選んでいる。
c:平泳ぎでは、手と足、呼吸のバラ
ンスを保ち、安定したペースで長く
泳いだり速く泳いだりすることがで
きる。
d:技術の名称や行い方について、学
習した具体例をあげている。

陸上
a:各種目の楽しさや喜びを味わうこ
とができるように勝敗を冷静に受け
止めること、よい演技を讃えようと
すること、マナーやルールを大切に
しようとすることや自己責任を果た
そうとすることなど、健康や安全を
確保して、自主的に取り組もうとし
ている。
b:生涯にわたって各種目を豊かに実
践するための自己の課題に応じた運
動の取り組み方を工夫している。
c:各種目の特性に応じた、各種目、
演技特有の技能を身につける。
d:技術や技の名称や行い方、体力の
高め方、運動観察の方法を理解して
いる。

○ ○

学 期 単元名 単元（題材）の評価規準

４　学習の活動

１
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２
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期

○



・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目において特に

a:スポーツの歴史、文化的特性や現
代のスポーツの特徴について、自身
の考えを発表するなどを通して、学
習に自主的に取り組もうとしてい
る。

受講態度の観察
ノート
レポート
体育理論のテスト

ｂ：スポーツの歴史、文化的特性や
現代のスポーツの特徴について、必
要な情報を比較したり分析したりし
てまとめた考えを説明できる。

d:スポーツのライフステージにおけ
る役割やライフスタイルに応じた関
わり方について言ったり書き出した
りしている。

受講態度の観察

グループノート

距離計測

※　表中の観点について　a:関心・意欲・態度　b:思考・判断　c:運動の技能　d:知識・理解
※　年間指導計画作成上の留意点

３
学
期

○

　 重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。

○ 陸上（持久走）
a:陸上競技の学習に主体的に取り組
もうとしている。
b:陸上競技を生涯にわたって楽しむ
ための自己に適した関わり方を見付
けている。
c:ペースの変化に対応するなどして
走ることができる。
d:陸上競技に関連した体力の高め方
について、学習した具体例を挙げて
いる。

陸
上
競
技
　
ラ
グ
ビ
ー

　
バ
ス

ケ

ッ
ト
ボ
ー

ル

○ ○ ○【陸上競技】
持久走

【球技】
男子　ラグビー
女子　バスケットボール

○

２
学
期

体
育
理
論

現代社会とスポーツ
競技スポーツの意義
スポーツの社会的役割
ライフステージとスポー
ツ
ライフスタイルとスポー
ツ

○



令和2年度

科目

評価方法
・受講態度の観察
・レポート

・レポート
・体育理論受講
・体育理論のテスト

・技能観察
・レポート

・レポート
・体育理論受講
・体育理論のテスト

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内容に応じて、それぞ
れの観点を適切に配分し、評価します。

観点の趣旨

運動の楽しさや喜びを
深く味わうことができ
るよう、公正、協力、
責任、参画などに対す
る意欲をもち、健康・
安全を確保して学習に
主体的に取り組もうと
する

生涯にわたる豊かなス
ポーツライフの実現を
目指して、自己や仲間
の課題に応じた運動を
継続するための取り組
み方を工夫している。
また、自己や仲間の状
況に応じて体力を高め
るための運動を継続す
るための計画を工夫し
ている。

運動の合理的な実践を
通して、運動の特性に
応じて勝敗を競った
り、攻防を展開した
り、表現したりするた
めの各領域の運動の特
性に応じた段階的な技
能を身に付けている

選択した運動の技術の
名称や行い方、体力の
高め方、課題解決の方
法、練習や発表の仕
方、スポーツを行う際
の健康・安全の確保の
仕方についての具体的
な方法、スポーツの歴
史、文化的特性や現代
のスポーツの特徴、運
動やスポーツの効果的
な学習の仕方及び豊か
なスポーツライフの設
計の仕方を理解してい
る

観点 a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

心と体を一体としてとらえ、健康・安全や運動についての理解と運動の合理的、計画的な実践を通して、生涯にわたって豊
かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てるとともに健康の保持増進のための実践力の育成と体力の向上を図り、明
るく豊かで活力ある生活を営む態度を育てる

３　学習評価(評価規準と評価方法)

教科

使用教科書 現代高等保健体育　大修館

保健体育 体育 単位数 2単位 年次 2年次

副教材等 現代高等保健体育ノート　大修館

・運動の合理的、計画的な実践を通して、知識を深めるとともに技能を高める。
・運動の楽しさや喜びを深く味わうことをできるようにする。
・自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を育て、公正、協力、責任、参画などに対する意欲を高める。
・健康と安全を確保して、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てる。

２　学習の到達目標

学校番号 121
保健体育科



a b c d

２
学
期

体
育
理
論

現代社会とスポーツ
競技スポーツの意義
スポーツの社会的役割
ライフステージとスポー
ツ
ライフスタイルとスポー
ツ

○ ○ ○
a:スポーツの歴史、文化的特性や現
代のスポーツの特徴について、自身
の考えを発表するなどを通して、学
習に自主的に取り組もうとしてい
る。

受講態度の観察
ノート
レポート
体育理論のテスト

ｂ：スポーツの歴史、文化的特性や
現代のスポーツの特徴について、必
要な情報を比較したり分析したりし
てまとめた考えを説明できる。

d:スポーツのライフステージにおけ
る役割やライフスタイルに応じた関
わり方について言ったり書き出した
りしている。

１
学
期

テ
ニ
ス
　
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
　
水
泳

バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー

ル
　
サ

ッ
カ
ー

オリエンテーション
集団行動
ラジオ体操
体ほぐし運動
新体力テスト
　
女子：
【球技】
テニス
ハンドボール
【水泳】水泳

男子：
【球技】
バスケットボール
サッカー

○ ○ ○ ○ 球技
a:球技の学習に主体的に取り組もう
としている。
b:課題解決の過程を踏まえて、取り
組んできたチームや自己の目標と成
果を検証し、課題を見直している。
c:攻防を展開するための状況に応じ
たボール操作や安定した用具の操作
と連携した動きができる。
d:球技に関連した体力の高め方につ
いて、学習した具体例をあげてい
る。

a:水泳の事故防止に関する心得など
健康・安全を確保している。
b:自己の課題に応じて、適切な練習
方法を選んでいる。
c:平泳ぎでは、手と足、呼吸のバラ
ンスを保ち、安定したペースで長く
泳いだり速く泳いだりすることがで
きる。
d:技術の名称や行い方について、学
習した具体例をあげている。

受講態度の観察

技能観察

技能測定

※　表中の観点について　a:関心・意欲・態度　b:思考・判断　c:運動の技能　d:知識・理解
※　年間指導計画作成上の留意点
・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目において特に
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女子：
【球技】
サッカー
ハンドボール

男子：
【球技】
テニス
サッカー
【水泳】水泳

○ ○ ○ ○ 球技
a:球技の学習に主体的に取り組もう
としている。
b:課題解決の過程を踏まえて、取り
組んできたチームや自己の目標と成
果を検証し、課題を見直している。
c:攻防を展開するための状況に応じ
たボール操作や安定した用具の操作
と連携した動きができる。
d:球技に関連した体力の高め方につ
いて、学習した具体例をあげてい
る。
　
水泳
a:水泳の事故防止に関する心得など
健康・安全を確保している。
b:自己の課題に応じて、適切な練習
方法を選んでいる。
c:平泳ぎでは、手と足、呼吸のバラ
ンスを保ち、安定したペースで長く
泳いだり速く泳いだりすることがで
きる。
d:技術の名称や行い方について、学
習した具体例をあげている。

受講態度の観察

技能観察

技能測定

３
学
期

陸
上
競
技

【陸上競技】
持久走

○ ○ ○ ○ a:陸上競技の学習に主体的に取り組
もうとしている。
b:陸上競技を生涯にわたって楽しむ
ための自己に適した関わり方を見付
けている。
c:ペースの変化に対応するなどして
走ることができる。
d:陸上競技に関連した体力の高め方
について、学習した具体例を挙げて
いる。

受講態度の観察

グループノート

距離計測

　 重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。

４　学習の活動
主な評価の観点

単元（題材）の評価規準 評価方法学 期 単元名 学習内容



令和2年度

科目

保健体育科

保健体育 体育 単位数 2単位 年次 3年次

・レポート
・体育理論受講
・体育理論のテスト

・技能観察
・レポート

・レポート
・体育理論受講
・体育理論のテスト

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内容に応じて、それぞ
れの観点を適切に配分し、評価します。

観点の趣旨

運動の楽しさや喜びを
深く味わうことができ
るよう、公正、協力、
責任、参画などに対す
る意欲をもち、健康・
安全を確保して学習に
主体的に取り組もうと
する

生涯にわたる豊かなス
ポーツライフの実現を
目指して、自己や仲間
の課題に応じた運動を
継続するための取り組
み方を工夫している。
また、自己や仲間の状
況に応じて体力を高め
るための運動を継続す
るための計画を工夫し
ている。

運動の合理的な実践を
通して、運動の特性に
応じて勝敗を競った
り、攻防を展開した
り、表現したりするた
めの各領域の運動の特
性に応じた段階的な技
能を身に付けている

選択した運動の技術の
名称や行い方、体力の
高め方、課題解決の方
法、練習や発表の仕
方、スポーツを行う際
の健康・安全の確保の
仕方についての具体的
な方法、スポーツの歴
史、文化的特性や現代
のスポーツの特徴、運
動やスポーツの効果的
な学習の仕方及び豊か
なスポーツライフの設
計の仕方を理解してい
る

評価方法
・受講態度の観察
・レポート

観点 a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解

２　学習の到達目標

心と体を一体としてとらえ、健康・安全や運動についての理解と運動の合理的、計画的な実践を通して、生涯にわたって豊
かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てるとともに健康の保持増進のための実践力の育成と体力の向上を図り、明
るく豊かで活力ある生活を営む態度を育てる

３　学習評価(評価規準と評価方法)

使用教科書 現代高等保健体育　大修館

副教材等 現代高等保健体育ノート　大修館

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

・運動の合理的、計画的な実践を通して、知識を深めるとともに技能を高める。
・運動の楽しさや喜びを深く味わうことをできるようにする。
・自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を育て、公正、協力、責任、参画などに対する意欲を高める。
・健康と安全を確保して、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てる。

教科

学校番号 121



a b c d

体
育
理
論

現代社会とスポーツ
競技スポーツの意義
スポーツの社会的役割
ライフステージとスポー
ツ
ライフスタイルとスポー
ツ

○ ○ ○ a:スポーツの歴史、文化的特性や現
代のスポーツの特徴について、自身
の考えを発表するなどを通して、学
習に自主的に取り組もうとしてい
る。

受講態度の観察
ノート
レポート
体育理論のテスト

ｂ：スポーツの歴史、文化的特性や
現代のスポーツの特徴について、必
要な情報を比較したり分析したりし
てまとめた考えを説明できる。

d:スポーツのライフステージにおけ
る役割やライフスタイルに応じた関
わり方について言ったり書き出した
りしている。

２
学
期

　 重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。

単元（題材）の評価規準 評価方法

１
学
期

選
択
体
育

オリエンテーション
集団行動
ラジオ体操
体ほぐし運動
新体力テスト
 
【球技】

○ ○ ○ ○ a:球技の学習に主体的に取り組もう
としている。
b:課題解決の過程を踏まえて、取り
組んできたチームや自己の目標と成
果を検証し、課題を見直している。
c:攻防を展開するための状況に応じ
たボール操作や安定した用具の操作
と連携した動きができる。
d:球技に関連した体力の高め方につ
いて、学習した具体例をあげてい
る。

受講態度の観察

技能観察

技能測定

グループノート

※　表中の観点について　a:関心・意欲・態度　b:思考・判断　c:運動の技能　d:知識・理解
※　年間指導計画作成上の留意点
・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目において特に

選
択
体
育

３
学
期

選
択
体
育

○ ○ a:球技の学習に主体的に取り組もう
としている。
b:課題解決の過程を踏まえて、取り
組んできたチームや自己の目標と成
果を検証し、課題を見直している。
c:攻防を展開するための状況に応じ
たボール操作や安定した用具の操作
と連携した動きができる。
d:球技に関連した体力の高め方につ
いて、学習した具体例をあげてい
る。

受講態度の観察

技能観察

技能測定

グループノート

【球技】

○ ○ ○ ○ a:球技の学習に主体的に取り組もう
としている。
b:課題解決の過程を踏まえて、取り
組んできたチームや自己の目標と成
果を検証し、課題を見直している。
c:攻防を展開するための状況に応じ
たボール操作や安定した用具の操作
と連携した動きができる。
d:球技に関連した体力の高め方につ
いて、学習した具体例をあげてい
る。

受講態度の観察

技能観察

技能測定

グループノート

【球技】

○ ○

４　学習の活動
主な評価の観点

学 期 単元名 学習内容


